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１．年始のご挨拶  （つくる会 会長  原田滿洲夫 記） 

令和４年新年のご挨拶を申しあげます。昨年末一旦治まりかかった新型コロナがさらに強

烈なものに変化しまたまた今年の活動も厳しいものになってきました。 

昨年同様ミーテング時はソーシャルデスタンスを採り、マスク着用を原則・アルコール消

毒等余分な動きが必要です。仮に大きな波が押し寄せ活動が不可の場合は不要不急との考え

で活動を急遽中止することもありえます。兎に角この新型コロナの問題が早くクリアされ更

に安全無災害で活動が出来る事を祈願し、年初めの言葉とします。 

 

２． 活動報告（ 事務局 記） 

―１月６日（木）地域会員の内４名にて、蓮田北側散策道へ水路からの漏水で通れなくなっ

ていた場所は、市道から降りる道下の暗渠部分は溝蓋を除き穴開き部分の水漏れを修復し

ました。また、蓮田に給水する管の落葉つまりの取り除きをしました。 

水車水路の落葉とへ泥の溝上げや水車のグリスアップも行いました。 

 

―１月１６日（日）会員13名が参加し、小雨が降っていましたが、ため池の除草、観察路

に置かれている除去草の撤去の作業を実施し早めに終了しました。 

 

３．今後の予定（ 事務局 記） 

◎行 事 

―２月６日（日）維持活動（修復作業） 

―２月２０日（日）維持活動（エコアップ、修復作業） 

 

４．来訪者の声 

★１月１５日（土） （住所・氏名 記載なし） 

初めて来ましたが、水車なんて珍しく感動しました❤ 宇部の者ですが、こんなに自然にふ

れあえる所があるとは知りませんでした。素敵な所に来れて良かったです（笑顔） また来

ます！！ いつも管理される方、お疲れ様です。これからもよろしくお願いします。 

 

５．会員の声  （ 副会長 田村勝芳  記 ） 

 あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。ビオトープ二俣瀬を

つくる会も２０周年も過ぎて内容も充実してきましたが、まだまだ充分ではありません。会

員の高齢化が進みこれからのビオトープの維持管理は苦労の連続になります。今年は皆さん

の力を決集して頑張っていきたいと思います。先ずは隣接する須賀河内川の整備を進めてい

きたいと思います。現在は葦などで川の流れが悪くなっています。これを機会に整備したい

と思います。次回の会合時に会員の皆さんに相談してみたいと思います。 
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６．ビオトープ関連：「山口県の昆虫たち」  （ 管 哲郎 記） 

（71）マダラアシナガバエ Condylostylus nebulosus   アシナガバエ科 

 このハエは5㎜ほどと小さく、体の色も金緑色をしていて緑色の葉に止まっており、普通

ではなかなか見ることのできない美しいハエです。森や林の中のやや湿った場所の葉の上に

見られるようです、生態を筆者はよくしりませんが、ヤドリバエの仲間と思われます。アシ

ナガバエ科の仲間も多く、体の形、翅の色や形などで種類が分かれているようです。筆者も

似たようなアシナガバエを他にも撮影しているのですが、名前が分からず発表できません。

その他のハエの仲間にもイエバエ科・クロバエ科・ハナバエ科・ヤドリバエ科・ヒラタヤド

リバエ科・シマバエ科・ハモグリバエ科・ツヤホソバエ科・ミバエ科・ケバエ科などがあり、

それぞれに何種類ものハエがおり、未同定のハエも多くいます。まさかこんなにハエの種類

が多かったのかと、ハエの勉強をし始めて驚いたものです。 

 たかがハエと思っていた筆者ですが、”キンバエ“の中にもミドリキンバエ・ミヤマキン

バエ・オビキンバエ・ツマグロキンバエなどの種類がありました、ツマグロキンバエ以外は

どれがどれやらさっぱりわかりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   マダラアシナガバエ♂            マダラアシナガバエ♀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

       キンバエの仲間             ツマグロキンバエ 
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７．会よりの連絡事項 

１）維持管理外の作業として 今年最初の活動日の参加者で椎茸栽培を今年度も行う事を了

解して頂き最初の活動ホダ木に菌打ち作業を下記行う事になりました。 

 ホダ木約３０本（の内１６本は城生原の長岡氏により供与されています）。を現在乾燥中

２月２０日の活動日に菌打ち・運搬・養生作業を行います。 

 

２）維持管理作業として、杉丸太３ｍ～４ｍ物の既に運搬しています。湿地帯の須賀河内川

側に使用します。したがって近い時期に設置作業をおこないます。 

 

 

８．編集後記  （ 松本 フデ子 記） 

 コロナに振り回された昨年、今年も早々から蔓延し山口県も全国版になってしまった。

一年休耕した稲作を新しい指揮者のもと復活する事になった。美味しい餅が楽しみだ。自

然観察隊への多くの参加を期待し活動出来る年になってほしい。一つ歳を重ねた我々もそ

れぞれの体調に合わせて無理せずみんなで頑張っていきたいと思います。 

 

 


